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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 一 昨 年 来 、 松 本 十 郎 の 自 筆 資 料 『 松 本 家 系 譜 』 に お け る 家 系 の 記 述 、 及 び 幼 少 期 か ら 戊 辰戦

争 、 明 治 初 期 に 至 る ま で の 漢 文 体 の 自 叙 史 を 書 き 下 し 文 に 直 し 、 さ ら に 現 代 語 訳 し た 。 こ れに

よ り 、 ⑴ 十 代 で 父 に 従 っ て 庄 内 藩 の 所 領 で あ る 北 海 道 浜 益 毛 （ 北 海 道 石 狩 市 ） に 赴 任 し た 際の

旅 程 、 及 び 北 海 道 滞 在 時 の 状 況 、 ⑵ 庄 内 （ 山 形 県 鶴 岡 市 ） へ 帰 還 し て 後 、 京 都 で の 攘 夷 運 動に

よ る 不 穏 な 世 情 か ら 庄 内 藩 が 江 戸 警 護 の 命 を 受 け 、 そ の 警 備 隊 の 一 員 と し て 江 戸 （ 東 京 都 ）に

滞 在 し た 経 緯 と 江 戸 で の 状 況 、 ⑶ 伏 見 戦 争 の 幕 府 軍 敗 北 に よ り 江 戸 守 護 職 を 辞 退 し 帰 藩 を 命じ

た 藩 主 に 従 っ て 郷 里 に 帰 り 、 戊 辰 戦 争 に 従 軍 し た 経 緯 と そ の 状 況 、 ⑷ 明 治 初 期 の 北 海 道 開 拓使

任 命 に 到 る 状 況等 を 明ら か に し た 。  
 
 一 方 、 松 本 家の 子 孫で あ る 松 本 孝 敏氏 よ り寄 せ て い た だ いた 調 査資 料 等 の 整 理 を行 っ た。 ま

た 、 秋 田 市 で 行わ れ た中 唐 文 学 会 、 日本 中 国学 会 に 参 加 し 、情 報 収集 を 行 っ た ほ か、 松 本十 郎

の 故 郷 山 形 県 鶴岡 市 に２ 度 訪 問 し 、 鶴岡 市 立図 書 館 、 致 道 博物 館 で資 料 収 集 等 を 行っ た 。  
 

 以 上 の よ う に 、『 松 本家 系 譜 』 を 主 とし た 読解 作 業 と 、 そ れを 裏 付け る 上 で 重 要 な資 料 調査 、

情 報 収 集 を 重 点研 究 費配 分 期 間 に 実 施す る こと が で き た 。 だが 、 当初 の 予 定 で は 昨年 度 明ら か

に し た 松 本 十 郎の 江 戸末 年 に お け る 北海 道 での 行 跡 を 確 認 する た め、 東 北 か ら 北 海道 へ の実 地

調 査 の た め に 予算 を 計上 し た が 、 残 念な が ら時 間 的 余 裕 が なく 実 現す る こ と が で きな か った 。  

 『 松 本 家 系 譜』 に つい て 、 明 治 ５ 年の 北 海道 開 拓 使 就 任 から 明 治九 年 の 北 海 道 開拓 使 大判 官

を 辞 職 す る ま での 、 松本 十 郎 の 伝 記 につ い て最 重 要 期 間 の 翻訳 と 考証 を さ ら に 行 うた め 、研 究

を 継 続 し た い と考 え てい る 。  

研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

一 、 二 年 以 内 に翻 訳 を完 了 し 、 書 籍 とし て 刊行 し た い と 考 えて い る。  

 

 

 
 


